
つくば市内には53の小中学校がある。その中に

は小規模校もあり、数人の教員では全教科の専門

的知識に対応できない。また、川の調査活動など

では、１つの学校では対応できず、他校との協力

が不可欠である。

そこで、市内の学校をグループウェアで結び、

1,000名の先生と１万8,000名の児童生徒が気軽に

自由に質問し合ったり学習を深めたりできるよう

にするなど、ネットワークを通して学びを変えて

いくことをねらいとした。

○市内1,000名の先生の専門性や趣味などの人材バ

ンク（TSUKUBA ALL SCHOOLS）の立ち上げ

を行い、それを児童生徒が自由に利用している

（資料１）。

○市内53校をグループウェアとテレビ会議で結び、

他校の誰とでも共同学習が自由にできる。

現在、

・花室川調査プロジェクト

・タンポポマッププロジェクト

・職場体験プロジェクト

・お薦めの本プロジェクト

など、約40の学校間共同学習が実践中である。

【花室川調査プロジェクト】

つくば市内を流れる花室川の上流・中流・下流

に位置する学校が水質調査を行い、その結果をグ

ループウェアの電子掲示板に掲示して、川の全容

を解明するというもの（資料２）。

【タンポポマッププロジェクト】

タンポポには、日本在来種のカントウタンポポ、

シロバナタンポポと、外来種のセイヨウタンポポ

がある。市内の学校全体でその分布状態を調べる

ことで、つくば市内の環境状態がわかるというも

の。調査結果はグループウェアの電子掲示板にの

せ、マップを作る（資料3）。

【職場体験プロジェクト】

中学校では進路指導として職場体験学習を行っ

ている。しかし、中学生が行える体験は近所の職

場だけなので、市内全中学校での体験をグループ

ウェアの電子掲示板に掲示したり、テレビ会議で

話し合うことで、体験の共有化を図る（資料4）。

【お薦めの本プロジェクト】

現在、小中学校では朝の読書が盛んに行われて

いるが、学校が所蔵する図書には限りがある。そ

こで、グループウェアを使って自分たちが読んだ
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図書を紹介し合うことで、新たな図書との出会い

ができ、さらに読書の幅が広がるというものであ

る（資料5）。

花室川プロジェクトでは、市内の小中学校６校

が参加して行った。その結果、上流が汚れている

不思議な川であることがわかった。調査結果をホ

ームページにして公開したところ、環境研究所か

ら「私たちもその川を研究しているが、調査結果

が違うようなので、もう一度調査してみたらどう

ですか」というメールが来た。子どもたちは、自

分たちの研究は日本中の人が注目しているんだと

いう気持ちになり、さらに川の調査に意欲的に取

り組んだ。

また、ネットワークを使った学習では、川の水

質調査の方法を小学生が中学生に教えたり、ヤゴ

の飼育方法を小学生が他校の先生に教えるなど、

学びの逆転現象も起こり、学校間共同学習ならで

はの学習が見られた。４年前に花室川の研究を行

った小学５年生のある児童は、このことがきっか

けになり、中学生になった今でも川の研究を自主

的に行っている。

グループウェアを市内全体で利用し始めたこと

で、これまであったネットワーク利用率の学校格

差がなくなりつつある。それは、担任の先生がネ

ットワークを授業に使うかどうかを決めるのでは

なく、子ども自身が授業でネットワークを利用す

るかどうか決めるようになったからである。子ど

もたちが主体的に他校の生徒や先生にどんどん質

問したり、共同で研究したりするようになってき

た。こうした姿こそが、学びを変えるネットワー

ク利用なのではないかと考える。

今後は、学校間だけでなく、つくば市内にある

約300の研究所とのネットワークを通した連携や、

家庭との連携を深めていくことで、さらに子ども

たちの学びが深まったり広がったりするのではな

いかと考えている。
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実践結果 考察（今後の課題）

資料1．TSUKUBA ALL SCHOOLS

資料2．「花室川調査プロジェクト」
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資料3．「タンポポマッププロジェクト」

資料5．「お薦めの本プロジェクト」

資料4．「職場体験プロジェクト」




